



　任期満了に伴う栗東市議会議員選挙が4月16日
告示、23日投開票という日程で行われました。 
　現職11人、元職2人、新人7人の立候補により
行われた選挙は、栗東市制施行（2001年）後、
最低の投票率（38.20％）となりました。 
　その中で、私も6期目への挑戦という選挙でし
たが、原点に帰るという意味で「信頼され共感

される政治を目指す」というテーマのもと選挙
戦に挑み、市内を駆け巡りました。 
　結果、多くの皆さんにご支援を賜り当選を果た
すことができました。向こう４年間、市民の思い
を市政へ届け、住み良さを実感いただけるまちづ
くりに尽力したいと思います。 

栗東市議会議員　田村隆光 
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選管最終（定数18－立候補20） 
当　２，２５５　上石田昌子　無元 
当　１，９５７　谷口　律香　無新 
当　１，８３５　桜井　浩司　維元 
当　１，４２０　上田　忠博　自現 
当　１，３０８　川嶋　　恵　公現 
当　１，２５５　西田　　聡　無現 
当　１，０９８　里内　英幸　無現 
当　１，０６１　中野　光一　無現 
当　１，０３３　田村　隆光　無現 
当　　　９５２　三木　敏嗣　無現 
当　　　９４３　塩見　　隆　公新 
当　　　９２９　武村　　賞　無現 
当　　　９１４　伊吹　　裕　共現 
当　　　８１１　奥村　　明　無新 
当　　　６７１　青木　千尋　共現 
当　　　５６１　寺田　靖広　無新 
当　　　５４１　島田　利恵　無新 
当　　　５４０　梶原　美保　無現 
　　　　４４９　加藤　孝由　無新 
　　　　１３７　高田　義寛　諸新

滋賀県下4市の市議選でも最下位！ 
　統一地方選挙後半の市議会議員選挙は、県下4市で実施され、大津
41.84％、彦根41.37％、近江八幡49.65％であり、栗東市はここで
も最低の投票率となってしまいました。 
　2011年は無投票でしたが、この20年間で約20％も投票率が低下し
ており、若者世代の低投票率のみならず、高齢社会における高齢者の
投票行動の鈍化も深刻です。 

出典：過去のデータからグラフを自作
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投票率：治田西・大宝東地域が大幅増。 
葉山・金勝地域は有権者数も減少！ 

　 
　右の投票所ごとの投票率を見ると、緑のラインの
地域が前回よりも投票率の増加した地域です。 
　多くの地域で前回(2019年)を下回る結果となった
一方、大宝東地区と治田西地区が投票者数で前回よ
り17.6％(825人)の増。金勝地区の投票者数は
13.3％(345人)もの減少となりました。 
　また、この4年間で有権者数も大宝東地区で
4.4％、治田西地区で6.9％の伸びを示し、一方、金
勝地域では-1.4％と有権者数にも格差が出ていま
す。 
　さらに、今回の選挙における投票率を期日前と当
日(23日)で比較すると期日前が15.08％(8,262人)、
当日が23.12％(12,670人)ととなり、約4割の人が
期日前投票を利用したことになります。 
　その中で、やはり大宝東地区、治田西地区では、
期日前投票が3倍～5倍に伸びています。 
 （大宝東学童保育所＝5.1％ → 26.5％） 

新たな4年間の始まりに寄せて 
　前回の選挙より若干の上乗せの得票をいただき新
たな任期がスタートします。 
　6期への挑戦のキーワードは「信頼され共感され
る政治をめざして」ですが、この4年間で実践する
行動の大きな柱です。 
　一方、この選挙戦で町中を街宣する時にお聞きし
た①公共交通の利便性の向上、②子ども政策の充
実、③高齢化施策の充実なども同列で進めなければ
ならない課題です。 
「あんた、選挙では良いこと言うけど。受かっても
またこの地域にも来てや！バスなんとかしてや！」
との声は耳の奥に残っています。 
　昨年、福岡県八女市や愛知県長久手市で学んだの
公共交通のあり方を無駄にしないよう実践していき
たいと思います。 
　また「子ども条例」の制定への取り組みは、個人
的にも現在進行形での取り組み。なんとしてでも実
現し、子どもたちの権利をしっかり守り活かし、次
世代を担う若者との世代間バトンをしっかりと繋げ
るまちづくりに尽力していきます。 
　6期目にしかできないこと。6期目だからできるこ
と。これまでの経験と反省をしっかりと活かしなが
ら、まちづくり進めていきます。叱咤激励のほどよ
ろしくお願いいたします。 
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